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今月の一枚

　湖から個性的な家が並ぶ住宅街の坂を上ると現れる、町を見下ろす様に整備された
山のハイキングコース。晴れた休日、一人ゆったりと楽しんだハイキングの帰り道で
の出来事。目に飛び込んできたのは「fresh Oregano. Take some home. Its good for 
you!（新鮮なオレガノ、ご自由に、やったね！）」というサイン。なんと、ハサミと
袋まで用意されているというOMOTENASHI ！お家から出て来られたおじいさんと
楽しく会話を弾ませながら、余りあるものは分け合って当然！という当たり前の感覚
が思い出されました。頂いたオレガノは、滞在していたホステルの仲間たちとのディ
ナーを彩ったのでした。この素敵な分け合う心、忘れてしまっていたのは私だけでしょ
うか……？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影地：Nelson, BC, CANADA

写真 /文章：たけだゆっこ

fresh Oregano. Take some home. Its good for you!

p.2　企業のエシカル通信簿　第２回調査結果から　その 6
p.3　映画「小さき声のカノン」上映会　報告　
p.4　環境活動パワーアップ講座　第１回　報告
p.5　「減プラスチック社会提言書」を環境大臣に提出
p.6　会員紹介　長屋 博久さん（京都府）／ぐりちょばなし　布ラップ
p.7　今月の行事案内
p.8　クラウドファンディングに挑戦中！（11/12AM11 時まで）

今月の内容
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環境市民　代表理事　杦本 育生

企業のエシカル通信簿　第２回調査結果から　その 6

　企業の社会的な取り組みを調査し段階評価する「企業のエシカル通信簿」。今回は、コンビニ
大手 4社、化粧品大手 5社、宅配大手 3社を対象としたその第 2回調査結果から「人権・労働」
の前半後半についてレポートします。本稿はエシカル通信簿の人権チームの山岡万里子さん（ノッ
ト・フォー・セール・ジャパン）と、小吹岳志さん（フェアトレード・サマサマ）がまとめたも
のをもとにしています。

■児童労働・強制労働の禁止、労働者の権利の保
障（自社およびサプライチェーン）
　児童労働、強制労働、長時間労働防止、労働搾
取防止、労働組合の結成の自由等について、自社
およびサプライチェーンでのそれぞれの取り組み
を調べた。自社、サプライヤー共に、比較的しっ
かり取り組んでいるのが 3社（資生堂、花王、ポー
ラ）、自社のみが 3社（マンダム、ファミリーマー
ト、日本郵便）、自社よりもサプライチェーンへ
の働きかけの方がしっかりしているのが 2 社（セ
ブンイレブン、ミニストップ）
あった。これは「国連グローバ
ル・コンパクト」10 原則の支持・
採用を受け、調達規則を整備し
たことによると推測でき、逆に
自社では具体的な取り組みが少
ないという現象がおきているの
ではなかろうか。

　積極的な取り組みとしては、英国現代奴隷法へ
の対応は化粧品 2 社（資生堂、花王）のみが行っ
ていた。また資生堂は、他企業やインド政府、
NGO などと共にインドマイカの採掘における児
童労働の撲滅を目指す Responsible Mica Initiative
(RMI) に 2017 年から参加、ファミリーマートは
児童労働問題の解決のために（公社）セーブ・ザ・
チルドレン・ジャパンの活動を支援、ポーラは、
CSR（Corporate Social Responsibility）調達の中
で児童労働の有無を確認する調査や監査を定期的
に実施していた。

■フェアトレード
　自社内で使用する物品・食品等のフェアトレー

ド調達は 1 社（ファミリーマート）、製品製造は 5
社（セブンイレブン、ローソン、ミニストップ、
資生堂、ポーラ）。コンビニは 4 社全社が扱ってい
る、あるいは過去に
扱ったことがあり、
予想より多くの企業
が関心を持っている
ことがわかった。ま
た、ポーラは商品ブランド BA で天然原料のメー
カーであるロベルテ社とのアライアンスのもと、
社会的な活動支援としてフェアトレード香料を採
用していた。

■社会のジェンダー不平等の助長および性の商品
化への加担の防止
　新たに、ジェンダーによる役割固定や女性差別
を助長する CM、性の商品化を助長する CM の作
成について調査したところ、２社の CM が該当し
た。性の商品化防止の取り組みについては、「買春
（援助交際含む）や JK リフレ等未成年の性的搾取
を伴う接待の提供・享受や、社員旅行・社員行事
を禁止しているか」という設問に対し、接待その
ものを禁止している企業はあったが、それ以上の
問題意識はない企業が大半。社員の良識に任せて
いると推察されるが、実際には、企業活動の中で
国内外の性的サービスが活用されることがあり、
さらなる対処が求められる。コンビニの成人向け
雑誌等の販売に関し、何らかの対
応を取るコンビニ企業が 2 社（ミ
ニストップ＝販売禁止を広げてい
る、ファミリーマート＝子どもの
目に触れない場所に陳列する、不
透明のカバーをかける、などの配慮を行っている）
あり、ここ数年の変化を感じる。
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　福島原発の事故から 7 年以上が経ちました。事故
が起きた当時 5 歳だった子どもたちは間もなく小学
6年生になります。避難したくても様々な事情でで
きなかった子どもたち、福島に残ることを選択した
家族とともに過ごしてきた子どもたちは、遊び盛り
の時期、同世代の子どもたちが普通にしている外で
走り回ることや草花を摘むこと、土いじりをして遊
んだりすることが日常の中でできない日々を過ごし
ました。

　10 月 8日（月）にひと・まち交流館で上映した、
鎌仲ひとみ監督のドキュメンタリー映画「小さき声
のカノン」は、子どもたちを守りたい福島のお母さ
んたちがどんな思いで必死になって動いたのか、そ
れまで知らなかったことも精一杯情報を集め、戸惑
いながらも同じような悩みを抱える人たち、子ども
たちを心配し応援してくれる人々と繋がっていった
のか、どんな小さな希望でも見つけたなら全力で動
いた姿を追った映画でした。

　福島第一原発事故当時 18 歳以下だった福島県民
を対象とした甲状腺がん検査で、これまで 200 人近
くが甲状腺がんまたはその疑いがあると診断されま
した。
　映画の中では子どもたちの「保養プログラム」が
紹介されており、少しのあいだでも子どもたちを放
射能の不安なく外で遊ばせることができる場所、自
然に触れることのできる場所にいてほしいとの願
い、放射能汚染を心配しなくていい食材がすぐに手
に入る場所にたとえ数日間でも避難したいという願
い、ただただ普通の毎日を子どもたちと一緒に過ご
したいというお母さんたちの思いが溢れたシーンが
いっぱいでした。ただ、日本の子どもたちのための
保養プログラムは、一部の人たちの気づきや善意に
よって行われているのが現状です。チェルノブイリ
事故後にベラルーシやロシアなどでは、チェルノブ
イリ法という法律によって 1ミリシーベルト／年以
上の地域に住む子どもたちは、年間 3週間の保養の
権利が保障されました。ベラルーシでは学校のカリ

キュラムの一環として学校やクラス単位で保養プロ
グラムが実施されているそうです。その仕組みに
よって子どもたちは保養先で体調を整え、再び自分
たちの住む街へ戻るというのです。そして、保養プ
ログラムは繰り返し行われます。

　鎌仲監督の製作した映画の中でも「小さき声のカ
ノン」の上映回数は少ないと聞きました。様々な理
由があるのだと思いますが、まず、身近な人たちと
福島のことを話し、子どもたちの暮らしに想いを馳
せ、今、自分がすべきことをきちんと見出したいと
思いました。一緒に保養プログラムを考えたいと思
われる方がありましたら、環境市民に集いましょう。
とにかく動き出しましょう。日本でも希望を繋ぎた
いと心から思いました。「子どもたちの保養」には
誰でも手を差し伸べることができます。特別な日常
でなく普通の日々を過ごすことをこんなにも切望し
ている人たちがいることをもっと多くの人に知って
ほしい。そして、日本中に子どもたちを受け入れる
保養プログラムが広がってほしいと願っています。

映画「小さき声のカノン」上映会　報告

対談の様子
写真向かって、
左　鎌仲 ひとみさん（映画監督）
右　守田 敏也さん
　　（フリーライター・フリージャーナリスト）

環境市民　副代表理事　下村 委津子
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環境活動パワーアップ講座　第１回　報告

環境市民　副代表理事　下村 委津子

　環境市民では、これまで環境活動を進めて行くの
に必要なノウハウだけでなく、一人一人の思いを形
にすること、多くの人に共感してもらえる活動にす
ることを大切に考えてきました。これまで毎年行っ
てきた環境教育スタートアップ講座を今年度は環境
活動をパワーアップしたいという人を対象にした講
座にし、あらためて「思いを形にする」、「共感で繋
がった仲間と一緒に活動する」とはどういうことな
のかを学ぶ機会としています。

　その環境活動パワーアップ講座が 10 月 13 日（土）
にスタートしました。５回連続の講座の第１回の
テーマは「何を実現したいのか　じっくり考えてみ
よう」でした。集まってきたメンバーは 20 歳台前
半からシニアまで、それぞれのバックボーンもかな
り幅広く多様な人たちの集まりです。緊張気味の空
気が流れる中、アイスブレイクで体を動かし、緊張
を解くということから始まりました。その後は、自
分を動物に例えての自己紹介。ここではみんなの表
情がよく見えるように輪になって話します。限られ
た時間のなか、みんな自分のことをきちんと紹介し
ていきます。普段自分を動物に例えるなんて考えも
しないこと、想像してみて新たな自分に気づいた人
もいたようです。さて、次はいよいよ個人ワークで
「何を実現したいのか　じっくり考えてみよう」の
時間。まずは講師の環境市民杦本育生代表理事がい
ろんなパターンのビジョンを示します。自分の「こ
んなになったらいいな」を具体的にすることで、ど
んなことを活動にしたらいいのかが見えてくるとい
う流れです。アイデアを豊富に持っていたり、何か
したいと思っているときに陥りやすいのが「つい行
動してしまう」こと、行動力はとても大事なのです
が、自分がそれをやりたかったのはなぜなのか、何
を変えたくて、あるいは何を実現したくてその活動
をしたいと思ったのか、根っこの部分が明確になっ
ていないと思いつきの行動になってしまったり、目
的が定まらず浮ついた状態になりかねません。まず
は、自分が何をしたいと思ったのかをしっかり考え、
文字や言葉にしてみました。案外スラスラと自分の

ビジョンを描いた人もいて、このまま進んで行くの
かな～と思ったら、『自分の思う「こんなになった
らいいな」は、何か解決したい問題があってのこと、
では、何が問題で何を解決したいの？』という杦本
講師からの問いかけがありました。
　さらには『表層的に問題を捉えるのではなく、本
質的な捉え方をすることで課題に置き換えましょ
う』と、かなり難しいと思えるワークに突入。戸惑
う人もいましたがワークシートに文字として書き込
み、それを言葉にしてグループの人に話してみると
いう体験を通じて、課題や活動の方向性が少し見え
たのではないかと思います。そして、他の人のアイ
デアや思いへも、共感や気づきをプレゼントできま
した。

　次回は「仲間と一緒に思いをカタチにする力をつ
けよう」をテーマに開催です。思ったことをカタチ
にしていくための発想やちょっとしたお作法を学ぶ
機会になるのではと思います。

活動のビジョンを交流する受講生

　本講座は（公財）京都市環境保全活動推進協会が主催、
環境市民が企画運営を担っています。環境市民ではこれ
まで多数の環境活動人材を育成してきました。
　中でも環境教育リーダー養成講座では累計 400 人以上
の卒業生が全国で活躍しています。



 5

「減プラスチック社会提言書」を環境大臣に提出

環境市民　代表理事　杦本 育生

　「減プラスチック社会を実現するNGOネットワーク」では、10 月 29 日に環境大臣に宛てた「減プラスチッ
ク社会提言書」を提出し記者発表しました。環境市民も賛同団体として参加しています。世界で大きな問
題として認識と解決に向けての取り組みがすすむプラスチック問題に対して、環境市民は他団体とともに
今後も積極的に取り組んでいきます。

環境大臣　原田 義昭　殿

減プラスチック社会提言書
はじめに
　貴省において審議中の「プラスチック資源循環戦略」（以下、同戦略）について、以下のとおり提言します。同戦略に
おいては、①先のG7シャルルボワ・サミットで提示された「海洋プラスチック憲章」の内容を超えた取り組み（目標設定）、
②使い捨てプラスチック使用量の大幅な削減、③プラスチック容器包装廃棄物の資源有効利用率に熱回収分を加算しない
ことを明記等すべきです。とくに③で指摘した事項は、現行の算定手法を改めないまま 2019 年のG20 において同戦略を
日本モデルとして世界に表明した場合、日本への不信感を招きかねない重要事項です。

▶提言 1．2030 年までに「減プラスチック社会」への構造転換を図ること
　私たちは、同戦略はこれまでの「大量生産、大量消費、大量廃棄」の経済構造から、EUが提唱する「循環経済」型の
社会構造に転換することを国として国内外に宣言するものである、と考えます。その将来的なあるべき姿として「減プラ
スチック社会」を提唱します。減プラスチック社会への構造転換は、SDGs の目標達成と連動して図られるものであり、
新たな雇用や産業の育成・創設にもつながります。

（1） 使い捨てプラスチック使用量の削減
　2025 年までに、少なくともこれまで国外に輸出していた量に相当する 150 万トン (累積プラスチック排出抑制
30%) の使い捨てプラスチックを削減する。そして 2030 年までに使い捨てプラスチック使用削減 50%以上を目指す。

（2）レジ袋の削減
　レジ袋の有料義務化後、使用量削減の一つの指標として「レジ袋辞退率」の採用を提言します。2020 年を目処に
レジ袋の有料義務化が図られたのち、2025 年までにレジ袋辞退率を 90％以上とする目標を設定する。レジ袋の辞退
率を向上させる一連の取り組みを通じて、減プラスチック社会の姿を国民各層において共有し、プラスチック資源循
環戦略の各目標の達成を図る。

▶提言 2．法的規制（製造、販売、使用に係る措置）等を課すべき事項
（1）日本の川辺や海岸に多いプラスチック廃棄物（タバコのフィルター、食品容器包装、ペットボトル、レジ袋、プラ
スチックの使い捨て食器）と漁具及び農業系プラスチック廃棄物について消費削減、市場規制、製品デザイン要求等
について規制すること

（2）2020 年までに、マイクロビーズの製造、含有製品の販売及び使用を禁止すること
（3）サーキュラーエコノミーに準じた循環型社会形成推進基本法の見直しをはじめとする、減プラスチック社会への構
造転換を図るための法整備を行うこと

▶提言 3．プラスチック容器包装廃棄物の熱回収について改善・推進すべき事項
　プラスチック容器包装廃棄物の「資源有効利用率」は 84％とされているが、これには熱回収 57％が包含されています。
パリ協定では今世紀後半の実質的な排出ゼロ、つまり化石燃料からの脱却を目指しており、我が国もこれを受けて、2050
年までの温室効果ガス排出量 80％削減を目指しています。この文脈によりG7海洋プラスチック憲章でも熱回収がCO2
排出に繋がるためリサイクルとしては加算されていません。

（1）適切な指標による国民理解の向上のためにも、プラスチック資源循環戦略 (素案 )に記載ある「有効利用される割
合は、我が国では一定の水準に達している」との認識を改め、資源有効利用率には熱回収分を含めないこと

（2）減プラスチック社会及び脱炭素社会の構築に向けた財源としての炭素税等を確保すること



　　　長屋 博久さん（京都府）

●環境市民の会員となってどれくらいになりますか？ 
　平成 15 年家業（学生服販売店）に戻ったときに「環
境活動」に興味があり、京エコロジーセンターの環
境教育リーダー養成講座に参加しました。そこでお
世話になったのが環境市民の方々で、その縁で会員
となりました。

●服育の取り組みをされているそうですね。
　「服育」は、「衣服を通じて心を育む」をテーマに、
衣服の役割や社会性、環境負荷等を学校での出前授
業等でわかりやすく社会に発信していく取り組みで
す。また、昨年からは（一社）日本繊維機械学会繊
維リサイクル技術研究会のメンバーとして、廃棄さ
れる学生服を有効活用（アップサイクル）する仕組
みの構築に向けて取り組んでいます。昨年は京都御
池中学校で繊維リサイクルについての授業をし、生
徒さんから有効活用方法の意見をもらいました。そ
の後、回収した学生服を綿化し、フエルトに加工し、
ペンケースを作りました。将来的には自分で販売し
た学生服は全て回収し、ごみとして焼却処分せずに
有効活用できる仕組みを作りたいと思っています。

●これからの環境市民に期待すること、メッセージ
をお願いします。
　会社の経営者であり地域活動をしている立場とし
て感じるのは、今の社会は大企業の力が強く、中小
企業が厳しいということです。でも、しっかりした
理念を持ち社会に貢献されている中小企業を評価
し、応援できる仕組ができれば、企業、消費者の環
境に対する意識もより高くなり、持続可能な社会の
実現に近づくと思います。
　環境市民さんが取り組まれているグリーンコン
シューマーやエシカル消費の活動がより浸透するこ
とは、地域に根差した小さな会社が元気になり、持
続可能な社会に近づくことになると思います。応援
しています。
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有限会社村田堂 代表取締役

　　　

　最近プラスチックストローの削減が注目を集めていますよね。確
かにストローがなくても飲み物は飲めるし、かき混ぜることだって
できます。同様に少し前から話題になり出しているのがラップです。
今やあらゆる食品の容器包装はラップに包まれていて、家庭でもつ
いラップを使っていることありますよね。そのラップも化石資源か
らできています。最近見つけたのが乾燥を防ぐための布ラップです。
とってもカラフルでおしゃれな布ラップは水洗いもできて何度でも
使えます。その布ラップが手作りできると知って早速挑戦してみま
した。すっごく簡単で、オーガニックコットン、ミツロウ、アイロ
ン、クッキングシート、用意するものはたったのこれだけ！　私は
ミツロウもあらかじめ粒状になったものを購入したので、オーガ
ニックの布地に満遍なく広げたら、あとはクッキングシートをかぶ
せてアイロンがけするだけで、ちょうどいい感じにミツロウが溶け
て仕上がりました。安心安全、使い捨てない布ラップみなさんもぜ
ひお試しください！

副代表理事　下村 委津子

ぐりちょGreen & Ethical Choices　　　https://guricho.net/

布ラップ

ミツロウ（写真
は粒状のもの）
布全体に行き渡
る分量を用意

完成図
熱でミツロウが
やわらかくなり、
容器にもほどよ
く吸着します

ぐりちょばなし

布に満遍なく広
げ、クッキング
シートを乗せて
アイロンがけ

▼

▼
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午前 10時 30 分～午後 5時

 地域から日本を変える「環境首都創造」セミナー2018
環境首都創造ネットワーク共同研修

講座内容
①午前 10 時 35 分～11 時 50 分 「プラスチックごみ、どう考え、対応するのか」　
　京都大学地球環境学堂准教授　浅利 美鈴 氏　
②午後 0時 50 分～午後 2時 05 分　「SDGs に地域社会はどのように取り組むか、活かすか（仮題）」
　真庭市総合政策部長　新田 直人 氏
③午後 2時 15 分～午後 3時 30 分　「これからの地域を尊重した再エネ推進」　
　自然エネルギー財団上級研究員　木村 啓二 氏
④午後 3時 40 分～午後 4時 55 分　「地域からの気候変動適応策」　
　法政大学社会学部教授　田中 充 氏

ところ：京染会館　大会議室（京都市中京区四条通西洞院西北角 ）
アクセス：京都駅から地下鉄で2駅、四条駅下車徒歩10分　24番出口ないし2番出口
参加費：自治体の方　一人5,000円、市民・NPO関係者　一人3,000円
主催：環境首都創造ネットワーク（事務局担当団体：NPO法人環境市民）

11 月 6日（火）

今後の

行事案内

環境首都創造フォーラム2018年度 in 京都
　本フォーラムは、環境首都、そして持続可能で豊かな地域社会をめざす自治体首長・職員とNGOメンバー
及び研究者が集い、これからを考える場です。セクターを超えて情報共有と建設的な議論を行い、その成
果を各地での実践に活かすとともに、活動展開への推進力を創出するために毎年度開催しています。京都
フォーラムは、「持続可能で豊かさのあるレジリエントな地域社会づくりを実現するために（仮題）」をテー
マに、環境問題への解決と合わせた SDGs の活用、真の循環型社会構築のための方策など、これからの地
域での再生可能エネルギーの推進等についての議論を深め、持続可能で豊かな地域社会、脱炭素社会の実
現に向けての必要な政策を明らかにすることを目的に開催します。

●全体スケジュール：
第 1部　市区町村長と環境NGO、専門家によるディスカッション
　2019 年 1月 17 日（木）午後 1時から午後 5時まで（予定）
　　ディスカッションテーマ①「SDGs とパリ協定の実現に向けて　地域社会はどのように取り組み活かすのか（仮題）」
　　　　 1 月 18 日（金）午前 9時 15 分から 12 時半まで（予定）
　　ディスカッションテーマ②「持続可能で豊かさのあるレジリエントな地域社会づくりを実現するために（仮題）」
第 2部　地域から日本を変える！　環境先進事例の交流とディスカッション 分科会
　2019 年 1月 18 日（金）午後 1時 30 分から午後 4時 40 分まで（予定）
●参加申し込み方法：参加ご希望の方は事前に事務局までご相談ください。
　　　　　　　　　　申し込み手続き詳細をお伝えします。
●会　場：しんらん交流館（京都市下京区諏訪町通六条下る上柳町 199）
　　　　　最寄り駅　JR・近鉄京都駅　JR 中央口から徒歩 12 分　新幹線・近鉄改札口から 15 分
●主　催：環境首都創造ネットワーク・環境首都創造NGO全国ネットワーク　協　力：環境自治体会議
※本フォーラムの開催費用の一部は、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成金を使用しています。

●共同研修、フォーラム共通の参加申し込み・問い合わせ先：環境市民内、環境首都創造ネットワーク事務局まで
　　　　　　　　　　　　　　　TEL 075-211-3521　FAX 075-211-3531
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：office@eco-capital.net

午前 10：30～午後 5：00
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会費・寄付のお振込み先 ☞【郵便振替】口座番号：01020-7-76578　加入者名：環境市民
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〒 604-0934 京都市中京区麩屋町通ニ条下る第二ふや町ビル 206

life@kankyoshimin.org 

【平日午前 10:00 から午後 6:00】

075-211-3521 075-211-3531

誰もが参加できる
環境NGO

facebook
Twitter アカウント：
http://kankyoshimin.org/ 

http://www.facebook.com/kankyohsimin
@kankyoshimin

mail
TEL FAX

「会員になる」「寄付をする」も

参加の一つです。

月刊会報誌「みどりのニュースレター」をお届けいたします。行事などの参加費を割引させてい
ただきます。環境に関する様々な情報を得たり、また質問や相談ができます。入会時には記念ポ
ストカードを差し上げます。

法人会員の他、個人会員（年会費 4000円、入会金 1000円）、シニア・学生会員（年会費 3000円）
などの種類があります。詳しくは事務局まで。

郵便振替振込用紙に、住所・氏名・電話番号・会員の種類・送金内容をご記入の上、ご入金ください。

環境市民は、ボランティアと会員、寄付によって支えられています。

●会員特典：

●入会申込：

●会員種類：

対象となります。●ご寄付：　

郵便振替　口座番号　01020-7-76578　加入者名：環境市民お振込先：

●編集部……石崎 雄一郎、大西 康史、風岡 宗人、日下部 伸行、 
　　下司 智子、佐藤ふみ香、平山 秀昭、向井 弘美（50 音順）

一緒にニュースレターを作ってくれるメンバーを募集して
います！ご関心のある方は、環境市民事務局までご連絡く
ださい。

(ニュースレターの発送) 久保 浩さん、佐藤 ふみ香さん、
野村 哲司さん、匿名希望の皆様

今月のありがとう
(ご寄付) ～9月30日

20,000円のご寄付をいただきました。
高月 紘さん、高津 玉枝さん、村島 安代さん、
匿名の方お二人

企業をエシカル、環境、人権などで評価する通信簿をつくるため
クラウドファンディングに挑戦中！

　環境市民が事務局を務める消費から持続可能な社会をつくる市民ネット
ワークでは、10 月 1日（月）から Readyfor というサイトでクラウドファンディ
ング（インターネット上での資金集め）に取り組んでいます。
　環境、消費者、人権、アニマルウェルフェアなど 7分野について、どの企
業が真剣に取り組んでいるのかを調査し 10 段階評価をする「企業のエシカ
ル通信簿」プロジェクトの活動支援を求めるものです。
　今年度は家電と外食産業について調査する準備をすすめていますが、どう
しても調査のための資金が足りません。
　「企業のエシカル通信簿」のことを、ぜひもっと多くの人に知ってほしい、
そして応援してほしい！ という思いを込めて、クラウドファンディングに挑
戦します！ ぜひご支援ください。

詳細は、下記URL
https://readyfor.jp/pro
jects/ethicaltsushinbo
あるいはQRコードか
らアクセスしてくださ
い。

目標金額

185万円

あと一歩！ご協力
お願いします！

編集後記▶10月も事務局の皆さんは大忙し。
そんななかでどんな記事ができるのかヒヤヒヤ。
もっと気軽に情報発信のサポーターが参加できて、
皆が主体的に自分のできる行動をとる。そんな動き
がつくれないかな～（ふ）

環境市民
Citizens Environmental Foundation

11月12日AM11:00までに 集められないと成立しません！
▼

10月29日
PM5時現在114.5万円

【環境市民へのご寄付は税制上の特例措置が講じられ寄付控除預金算入の対象となります】

住所・氏名・電話番号・寄付金額をご明記の上ご入金ください。環境市民への寄付は税制控除の

111 人
の皆様から


